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は じ め に
幼児期は,知能 ･情緒 ･社会性などの精神発達がめざましい時期であり,身体発育も乳児
期についで盛んな時期であるとされている｡幼児の身体発育値は,国民栄養調査からみると
男女とも (身長 ･体重ともに)かなり著しい伸びがみられる｡これら体位の伸びは栄養状態
の改善,養護方法の改善,公衆衛生活動の進展などによるところが大きいと思われる｡しか
し,日本児童福祉給食会給食研究班の調査によると,年中風邪をひいているとか寝つきがわ
るい,食欲がない,疲れやすい,皮膚につやがない,頭痛 ･腹痛などをよく起すなど徴症状
を持つ幼児が増加していることが報告されている｡
健康な生活をするためには,栄養 ･運動 ･休養の3つの要素が互いに調和を保っているこ
が必要である｡子どもは本来よく遊び,よく食べ,よく眠るのが健康であるが,成人と異な
り幼児の場合には,それらをとりまく社会や家庭,保育所や幼稚園などの関係者が幼児の健
全な心身の育成にはどうすればよいか充分な理解と指導が必要と思われる｡
これら幼児の食生活全般に関する研究の一環として,第1報においてほ保育園児の食生活
の実態とう蝕(虫歯)の問題についてその実態調査結果を披菖した｡第2報においては,保育
所の集団給食内容 (長野市と東京都)について栄養学的分析を試み,その実態と問題点を報
告した｡過去2回の調査結果から考察すると,幼児において食事の摂取方法や与え方が不適
当な場合には,健康に及ぼす影響が大きいことが明確になった｡
今回は,特に幼児期は基本的生活習慣の形成期でもあることを考慮し,幼児の食習慣と噂
好,食物摂取の実態を把握することにより,正しい食習慣の確立と栄養教育 (栄養指導)に
役立てたいと考えて本調査を行った｡
本調査は,将来幼児教育者を目指す本学学生が,現場での実習を通して幼児と接し,親祭
を行った中から問題点を探求し,卒業研究のテーマとしてとり上げたものである｡
時間的制約のある中で教師と学生たちが討論を重ねて調査項目を定め実施したが,これ等
は継続研究であるため,本報ではその一部について報告するO
方 法
幼稚園児を対象者とし,次のような要韻でアンケート調査を行った｡なお調査用紙は,令
幼稚園長の了解を得て,各クラス担当教師から各幼児に持参させ帰宅後保護者に記入してい
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ただいたO配布用紙枚数は記入用紙2枚と依頼文lA枚である｡
1. 調査項目
(1) 幼児の年令 ･性別 ･氏名
(2) 家族構成員の員数と父親 ･母親の職業の有 ･無
(3) 普段の日の起床時間と就寝時間
(4) 起床から朝食までの時間と朝食の食欲の有 ･無と喫食状況
(5) 朝食と夕食の主食としての食形態と所用時間
(6) 間食 (おやつ)の摂取状況と内容
(7) 食物の好き,嫌いの状況と対処の方法
(8) 食事についての問題点
(9) 保護者からみた子どもの特徴 ･気質
(10) 昼食についての意見
佃 3日間の食事内容について,朝食 ･夕食の献立内容 (昼食が弁当の場合は含む)｡
2. 調査期間 ･対象
昭和57年10月18日(月)･19日(火)･20日(水)の連続する3日間を調査日と定め,10月16日
日(土)に配布し,10月21,22日に回収を行った｡
対象は,長野県内の北信地区の幼稚園より実習したことのある園を選び,3才～6才まで
の幼児に実施した｡その年令 ･性別分布は3才児57名 (男児27名,女児30名), 4才児180名
(男児85名,女児95名), 5才児243名 (男児139名,女児104名), 6才児187名 (男児89名,
女児98名)合計667名である｡(｢朝丈実数)
結果および考察
1. 対象児の家族構成と父親 ･母親の職業の有 ･無とその内容について
対象児の家族構成員数は表 1の通 りである｡全体的には4人家族が一番多く34.3±7.17%
を占め,昭和57年厚生行政調査の25%に比較して高い率であった｡なお6人以上の家族が全
体の37.4%と約1/3を占め,祖父母同居家族も多くみられた｡(三世代世帯)
表 1 家 族 構 成 (割合%)
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父親の職業の内容も,農業が全体の2.1±1.63%,自営業25.8±6.81%,サラリーマ ンが
66.4±8.63%,その他5.6±2.58%であった｡母親は勤めていないと回答した者が全 体 の
66.5±6,53%であるが,中には家庭で出来る内職をしているとか,自営業の手伝いや農業の
手伝いなども含まれている｡約1/Bの母親が常勤またはパートの型で勤糾 こ出ていることがわ
かった｡
2. 起床時間 (刻)と就寝時間 (刺)について
起伏時間を6時より30分間隔に区分して,年令 ･性別に分折したのが表2である｡約43.3
±5.37%の幼児が午前7時より7時30分までの間に起床し,その前後の午前6時30-7時の
問,あるいは午前7時30分～8時の問にそれぞれ23.1%,21.2%と全体の約半数の幼児が起
床していることがわかった｡
就寝時間については同様に午后8時～10時以後の就寝について30分間隔に区分し分析した
ものが表3である｡表で明らかなように全休の42.9±10.01%の幼児が午後 9時～9時30分
の問に就寝し,この時間帯を中心に前後30分く､らいの間に約40%の幼児が就寝している｡し
かし3才児の男児に午後9時30分以後就寝する割合が多い｡また,全体では10時以後就寝す
る幼児が5.3±2.11%みられたが,これらの幼児については,翌日の朝食の輿食状況との関
係を検討した｡
表 2起床 時 刻
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3. 起床から朝食までの時間 ･朝食の食欲 ･喫食状況と朝食の欠食理由について
幼児の起床から朝食までの時間の分析値は表4の通りである｡起床から身仕度を整え,汰
顔などに用する生理的時間として5-10分間は最低必要と思われるが,全体の幼児の約14%
が起床から5- 9分で朝食を摂取している｡表 2の結果より午前 8時以後起床する幼児につ
いて分析したところ,45.2%の幼児が起床から5- 9分で朝食を喫食していた｡
朝食の食欲については表5のように,｢いつも残さずよく食べる｣が6才児の男児に高い値
を示し,全体では25.0±13.69%と約1/4であるO｢ごく少量でほとんど食べない｣幼児が全体
の約10%である｡しかし,表6で明らかなように ｢毎日欠食する｣幼児は全体の約 2% で
82.3±▲1.62%Cハ幼児が毎日きちんと朝食を契食していることがわかった｡
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4.朝食 ･夕食の喫食時の状況について
幼児が家族と一緒に揃って食事をする度数の割合を表わすと表 7の通 りで あ る｡朝 食 で
は,揃って食べることが多いが全体の65.6±8.69%で,ときどき揃って食べるも加えると約
87%の幼児が家族と一緒に食事をしている｡また,朝食をいつも別に食べている幼児の起床
時間との関係についてみると,全体では午前 8時～8時30分に起床する割合が4.7%に比較
し2].2%と高い値を示しており,起床時間が遅いために別に食べなければならないことがわ
かった｡夕食は朝食に比べ揃って食べる割合が74.5±6.08%と多くなっている｡なお,朝
食 ･夕食に用いる時間も,朝食では20分以上用する割合が,40.4%に比較し夕食では74%と
夕食に時間をかけている様子がうかがえる｡
表7 朝食･夕食の喫食時の状況
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5. 起床から就寝までの間の間食の喫食状況について
起妹から朝食 までの間に間食をする幼児の割合は16.8%で,朝食後から幼稚園にゆくまで
の問に ｢ときどき食べる｣も含めると21.3%の幼児が何か喫食している｡ また幼稚園から帰
宅し,夕食 までの間には98.9%の幼児が間食を喫食していることがわかった｡保育所では保
育｢倒しロが長いためこの間におやつを与えているが,幼児にとってこの間の喫食率の高い佃は
意味があると思われる｡夕食後から就寝までの問には,巨､つも何か食べる｣が全体の12%で
あるが,いつも朝食を欠食する幼児では,88.2%が ｢いつも何か食べる｣と回答している｡
間食の内容をみると果物プ罰が多いが,例を上げてみると (l)りんご,ぶどう,ク ッキー,
おかき(せんべい),ホットケーキ (I)みかん 2ケ, リンゴチi,梨最,牛乳,かきもち5ケ,
フランスパン2切 (C)パン,おやき,プリン,せんべい,みかん (d)おにぎり,柿,さつま
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表10 食物の好き,嫌い (噂好)とその対処方法 (割合%)
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表11 食事 (食生活)で困っている点 (割合%)
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4才児】5才児
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6才児
有1.盲
≡.'3F26:;:≡:…鳥…】32:三
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いも,スナック菓子,/リ ナー (e)りんご,アイスクリーム,ジュース,みかん,お菓子 な
ど,これ等ほほんの一例であるが,これだけを喫食していれば,食事になっても食べたいと
いう意欲がわかないのも当然のことの様に思われる｡
嫌いな食物に対する方法としてほ,｢言葉がげをする｣が多くみらjtるC次いで ｢調理方法
を変える｣という精極的な方法がとられていることがわかった｡嫌いな食品としてほ,野菜
類がどの年令層にも一番多くみられた｡(ねぎ,ピーマン,人参,野菜一般など)
食事のことで困っている点としてほ,｢食事に時間がかかる｣,｢小食である｣が全体の%を
占め,ついで ｢食べたがらない｣であるが,中に虫歯が多くて固い物はかめないが,牛乳を
毎日1,000cc程飲んでいるのでよいという回答がみられたが,牛乳で幼児の栄養が充分と考
えているのであろうか｡改めて母親に対する栄養指導の必要性を感 じた｡
要 約
幼児期の食生活に関する研究の一環として,県内の幼稚園児667名の食習慣に関する実態
を調査した結果を要約すると次のようである｡
1. 幼児の起床時間は,午前7時から7時30分のFE馴こ43.3±5.37%が起き,その前後30分の
範囲でほとんどの幼児が起床していることがわかった｡なお8時以後起床する幼児は,朝食
までの時間が10分以内という割合が25%と多く,家族と揃って食事をする度数も少ないこと
がわかった｡就寝時問は,午後8時から8時30分に42.9±10.01%と約半数近い幼児が寝 る
が就寝時間が午後10時以後という幼児が全体の5.3±2.11%みられた0
2. 起床から朝食までの時間は,約59%の幼児が20分以上であるが,起床から5分以内で朝
食をとる幼児が2.5±1.37%みられた｡朝食の食欲については,｢いつも残さずよく食べる｣
幼児が全体の25±13.69%であったが,就寝時間の遅い3才男児の朝食の食欲が少ないこと,
就寝時問が午後10時以後になる幼児31名を分析した結果 ｢毎日きちんと食べる｣割合が低い
(全体が82.3%に対し45.2%)ことなどから夜更Lが翌日の食欲に影響を及ぼしていること
が明らかである｡
3･ 朝食 ･夕食に家族が揃って喫食する割合は,前者65.6±8.69,後者74.5±6.08%と夕食
に揃って喫食する割合が多く,父親の職業との関連を分析したところ,関連性は少なく,戟
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食では,本人の起床時問と関係が深く朝寝坊のため家族の食事時間に間に合わないためと考
えられる｡
4. 食事に用する時間は,朝食で15-20分,夕食で20-25分の問に喫食する割合が高く,夕
食では30分以上かけて喫食する幼児の割合が高くなり,家族揃ってゆっくりと食べる様子が
うかがわれる｡
5･ 間食は,幼稚園から帰宅して,夕食までの間に全体の85.1±2.48%が決まって喫食して
いる｡決めていないが,｢ときどき食べる｣という幼児も含めると約99%の幼児がこの間に間
食を摂取している｡
夕食後から就寝までの問に63.9%の幼児が,間食を摂取しているが,就寝時問が10時以降
という幼児の80.6%はこの間に間食を摂取し,朝食の欠食率が高い｡(全休が17.9%に対 し
549%)このことは,幼児の生活リズムを乱している原因の一つと考えられる｡間食の量と
時間については,今後の課題としたい｡
6. 幼児の好む献立内容としてほ,年令に関係なく,カレー,スパゲッティ,-ソバ-グ,
肉料理,魚料理,ラーメンなどであり,農林水産省の調査報告とまったく類似している｡
嫌いな食品としては,ピーマン,ねぎなどの野菜類をあげている｡嫌いな食品の対応とし
ては ｢言葉がげをする｣が全体の58.7±7.70%と半数以上を占め,次いで ｢調理方法を変え
る｣という母親が33.4±6.30%である｡その他 ｢献立に入れない｣とか ｢無理に食 べ させ
る｣という例も少数みられたが,ごく自然な形で,いろいろな食品に親しませることが大切
だと考えられる｡
7. 食生活において困っている問題は,｢食事に時間が掛りすぎる_はか ｢小食である｣など
が全休の1/3を占めているO次いで ｢食べたがらない｣など食欲に関する事柄が多くみられ,
｢虫歯が多くてかめない｣とか ｢アレルギー体質である｣などの身体的問題も少数 み られ
た ｡
幼児の食習慣に関する調査報告は,資料が少なく調査項目の決定 (問題点の仮説)には大
変苦慮したが,第一段階では以上のような結果と考察を得た｡また,長野県県庁内青少年家
庭課では,県内の保育所の園児に対して同様な頃日で調査を行っているので,それ等の結果
とあわせて食習慣の確立に役立ててゆきたい｡
今回の調査を行い強く感じたことは,例えば,起床時間 ･就寝時間,夕食後の間食の摂取
など,食生活の指導以前の問題として,家庭における生活習慣の確立がなされていない幼児
に問題があるという点であり,これ等は家庭教育の欠如に由来するものと思われる｡
幼児期の成長には個人差が大きいとされているが,幼児の運動量を含めた生活時間内容の
検討と食物摂取量 (特に間食の量と時間の設定)が問題のように思われる｡
幼児教育者の立場からほ,母親 (家庭)に対して正しい栄養教育 (指導)と生活指導の必
要性を充分理解していただくこと,幼児に対しては一般に,栄養教育は食事時に集中してい
るが,種々な生活の場を通して行われることを望む次第である｡それらの指導方法や媒体は
各自により異なってよいと思われるが,幼児の興味のある紙芝居 ･カルタ･絵画 ･歌 ･粘土
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遊びなどを通 して行 うのも一つの方法であると思 う｡
この調査報告を終るに当 り,面倒な調査にもかかわらず,ご協力 くださった保護者の皆様
に心から感謝申上げると共に,各幼稚園の園長先生をはじめ諸先生方にお礼を申上げます｡
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